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◆ 仕掛けの実証 ：R4年度の検討案を踏まえ、液晶温度計や日傘を活用した普及啓発を実施

◆ 仕掛けの効果検証：普及啓発の結果をもとに、行動変容が生まれたか等について調査を行い、
啓発物や啓発方法の改善を検討

(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

 目標設定

R6～10～１月７～9月

 実証方法等の検討  仕掛けの実証  仕掛けの効果検証
 ブラッシュアップ

 仕掛けの活用
昨年度の提案内容の振り返り
啓発物（日傘）の制作
検証方法は何が望ましいか？

普及啓発を実施 行動変容を促す効果があるか？
必要な改善点は？

1st Cycle 2nd Cycle 3rd Cycle 次年度(R6)～

４～6月

年間スケジュール

・宇都宮大学地域プロジェクト演習の一環として、「高齢者の気候変動に対する意識・行動変容促進」
「男性の日傘利用促進」を目標とし、学生が主体となって検討を行った“仕掛け”について、実証・効果
検証を行った。
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

1st Cycle：実証方法等の検討
・学生が主体となって考案した仕掛けの検証方法を検討

◆ 高齢者の気候変動に対する意識・行動変容促進について

・ 作成した液晶温度計をシルバー大学校に配布し、在学生に自宅にて使用してもらった後にアンケート調査を実施
→ 意識・行動変容が生じるか把握する。

◆ 男性の日傘利用促進について

・ 大学構内に日傘体験の場を設定し、使用の前後にアンケート調査を実施
→ 得られた結果から男性の日傘利用を促進するためのアプローチ方法を検討
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

 目標設定

2nd Cycle：仕掛けの実証
・高齢者の気候変動に対する意識・行動変容促進に係る仕掛けの実証

◆ 調査内容

方法：液晶温度計を配布し、２週間自宅で使用してもらった後、効果検証に関するアンケートを実施し、
日常生活において意識・行動変容が生じたかを把握する
※液晶温度計については、R4に学生がデザインしたオリジナルのもの

対象：シルバー大学校の在学生
期間：10/24（火）～ 11/10（金）

液晶温度計（宇都宮大学生のメッセージ入り）
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

 目標設定

2nd Cycle：仕掛けの実証
・男性の日傘利用促進に係る仕掛けの実証

◆ 調査内容

方法：大学構内に日傘を設置し、体験してもらう
体験の前後にGoogle Formsにてアンケートを実施

※ 日傘は、学生が考えたデザインに基づき作成したオリジナル
対象：宇都宮大学に在籍する学生
期間：7月25日～9月30日
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

3rd Cycle：仕掛けの効果検証
・高齢者の気候変動に対する意識・行動変容促進に係るアンケート結果

◆ 液晶温度計に関するアンケート結果

・ 液晶温度計を設置した人168人のうち、
実際に温度計を見た人は
154人（92％）だった。

・ 液晶温度計を活用した154人のうち、
行動変容が見られた人は
63人（41％）であった

・ 文字が小さく読み辛いとの意見が
多く寄せられた。
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

3rd Cycle：仕掛けの効果検証
・男性の日傘利用促進に係るアンケート結果

◆ 日傘使用前アンケート結果

・ 男性の回答者数32人のうち、
利用に抵抗感があると回答した人は
14人（44％）だった。

・ 利用に抵抗感が「ある」と
回答した人の抵抗感の理由（複数回答可）
は右図のとおりである。
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

3rd Cycle：仕掛けの効果検証
・男性の日傘利用促進に係るアンケート結果

◆ 日傘使用後アンケート結果

・ 初回使用後の男性回答者数22人のうち、
今後も使いたいと回答した人は14人
（64％）だった。

・ 今後も使いたいと回答した人の
利用したい理由（複数回答可）は
右図のとおりである。
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

3rd Cycle：仕掛けの効果検証
・男性の日傘利用促進に係るアンケート結果

◆ 日傘使用後アンケート結果

・ 初回体験後の男性（回答者数22人）
から日傘デザインに対する回答があった。

・ 日傘の柄は、無地が好まれる。

・ 日傘の色は、体験に使用した紫より寒色のもの、
黒色が好まれる。
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

 目標設定

3rd Cycle：ブラッシュアップ
・日傘利用のプロモーション方法に係るアンケート

◆ 調査内容

方法：宣伝や紹介に興味を持つ広告媒体について
Google Formsや直接聞き取りにてアンケートを実施

対象：宇都宮大学に在籍する学生
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(1) 大学との連携による効果的な普及啓発方法の検討

3rd Cycle：ブラッシュアップ
・日傘利用のプロモーション方法に係るアンケート結果

◆ プロモーション方法アンケート結果

・ 興味を持つきっかけとなる媒体としては、
InstagramやX(旧Twitter)、テレビ等が挙げ
られた。（回答者数26名）

・ 一方で、電車やLRTの広告を見る人も一定
数いることや、親しみのある人が広告してい
ると興味がわくという意見も挙げられた。

芳賀・宇都宮LRT公式ホームページより引用
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(2) 民生委員等との連携による普及啓発

・暑熱対策等に係るリーフレットを地域の民生委員等に配布し、高齢者への熱中症対策の普及啓発を実施。
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(3) X（旧Twitter）を活用した普及啓発

・栃木県気候変動適応センターX(旧Twitter)アカウントを活用し、熱中症警戒アラート等の熱中症の諸情報を
発信することで普及啓発を実施。

出典：https://www.shimotsuke.co.jp/articles/gallery/605573?ph=2
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次年度(2024年度)事業の実施予定について

(1) 気候変動適応法改正に伴う普及啓発

(2) 宇都宮大学生の検討結果をふまえた普及啓発の実施

(3) 民生委員等との連携による普及啓発

  (4) X（旧Twitter）を活用した普及啓発
継続

新規



栃木県気候変動適応センター
X（旧）Twitter をチェック！
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